
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラジオ受信部と、媒体に記録された音響の再生部と、テレビジョン受信部と、画像表示
部と、音声出力手段とを有するオーディオ・ビジュアル機器であって、
　各種の操作信号を入力するための操作部と、
　動作モードとして、オーディオモード、ＦＭラジオ受信モード及びテレビ受信モードを
含む複数の動作モードを含み、各動作モードにそれぞれ対応して前記画像表示部の表示を
停止させる機能を有効とするか無効とするかが設定される記憶手段と、
　前記操作部により何れかの動作モードが選択され、且つ選択された動作モードについて
前記記憶手段に前記機能が有効と設定されている場合であって、且つ前記操作部の操作が
されない状態が所定の時間経過した場合に、前記音声出力手段の動作を継続させた状態で
、前記画像表示部に所定の警告画面を表示させた後に画像の表示を停止させる制御手段と
を有し、
　前記表示を停止させるまでの所定の時間が、動作モードに応じてそれぞれ異なり、少な
くとも、オーディオモードの所定時間＞ＦＭラジオ受信モードの所定時間に設定されてい
ることを特徴とするオーディオ・ビジュアル機器。
【請求項２】
　ラジオ受信部と、媒体に記録された音響の再生部と、テレビジョン受信部と、画像表示
部と、音声出力手段とを有するオーディオ・ビジュアル機器であって、
　各種の操作信号を入力するための操作部と、
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　前記画像表示部の表示画面を覆うことができる開閉可能なカバーと、
　動作モードとして、オーディオモード、ＦＭラジオ受信モード及びテレビ受信モードを
含む複数の動作モードを含み、各動作モードにそれぞれ対応して前記画像表示部の表示を
停止させる機能を有効とするか無効とするかが設定される記憶手段と、
　前記操作部により何れかの動作モードが選択され、且つ選択された動作モードについて
前記記憶手段に前記機能が有効と設定されている場合であって、且つ前記カバーが開いて
いる状態で、前記操作部の操作がされない状態が所定の時間経過した場合に、前記音声出
力手段の動作を継続させた状態で、前記画像表示部に所定の警告画面を表示させた後に画
像の表示を停止させる制御手段とを有し、
　前記表示を停止させるまでの所定の時間が、動作モードに応じてそれぞれ異なり、少な
くとも、オーディオモードの所定時間＞ＦＭラジオ受信モードの所定時間に設定されてい
ることを特徴とするオーディオ・ビジュアル機器。
【請求項３】
　前記記憶手段の設定は、機器の特定の動作モードを実行するときにのみに有効となるこ
とを特徴とする請求項１又は２記載のオーディオ・ビジュアル機器。
【請求項４】
　前記制御手段は、機器に対して所定の操作が行われた場合に画像表示部の表示を停止さ
せることを特徴とする請求項１記載のオーディオ・ビジュアル機器。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記警告画面が表示されている期間内に、前記カバーが閉じられて更
に開かれた場合には、画像表示部の表示の停止を行わないことを特徴とする請求項２記載
のオーディオ・ビジュアル機器。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記所定時間の経過又は前記所定の操作によって画像表示部の表示を
停止している期間に、機器の操作が行われた場合には画像表示部の表示を復帰させること
を特徴とする請求項１乃至５の何れかに記載のオーディオ・ビジュアル機器。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記所定時間の経過又は前記所定の操作によって画像表示部の表示を
停止している期間に、機器の内部状態が所定の状態になった場合に画像表示部の表示を一
時的に復帰させて、その状態に応じた画像を表示させることを特徴とする請求項１乃至６
の何れかに記載のオーディオ・ビジュアル機器。
【請求項８】
　前記カバーの開閉を検出する表示スイッチを備え、前記制御手段は、該表示スイッチが
カバーの開状態を検出している状態で、前記操作部の操作が無い状態の継続時間を計測し
、機器の操作がされない状態が所定時間経過すると、前記画像表示部に表示を停止させる
ための制御信号を送出することを特徴とする請求項２記載のオーディオ・ビジュアル機器
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、テレビジョン受信モード、ＦＭラジオ受信モード又は媒体に記録された音響を
再生するオーディオモード等の各種の動作モードを備えたオーディオ・ビジュアル機器、
特に、その画像表示部の表示制御に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図１１は、従来の液晶カラーテレビの概略構成ブロック図である。図１１において、カラ
ーテレビ１０は、放送電波を受信する受信アンテナ１２に、映像受信回路であるチューナ
１４が接続されている。このチューナ１４は、ＣＰＵを備えた選局マイコン１６によって
受信周波数 (チャンネル )が切り替えられる。そして、チューナ１４の出力側には、映像信
号を増幅する中間周波増幅回路 (ＩＦ回路 )１８が接続されている。また、中間周波増幅回
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路１８には、音声信号を取り出して増幅する音声回路２０が接続されており、音声回路２
０の増幅した音声信号が音声発生器であるスピーカ２２に出力される。
【０００３】
一方、中間周波増幅回路１８の出力側にはクロマ回路２４が接続されている。クロマ回路
２４は、中間周波増幅回路１８が出力する映像信号から色信号を取り出し、ＲＧＢに相当
する信号を液晶コントローラ２６に入力する。そして、液晶コントローラ２６は、液晶表
示部（ＬＣＤ）２８を駆動してテレビ映像を表示する。
【０００４】
ところで、近年は、電子技術の発展に伴って電子機器の高度化が進展しているとともに、
需要者の需要の多様化が著しい。このため、電子機器の分野においては、複数の機能を併
せ持った複合機器の開発が進められており、例えばテレビの受信機能と媒体に記録された
音楽などを再生する音響再生機能とを有する携帯用のオーディオ・ビジュアル機器 (ＡＶ
機器 )の開発が進められている。
【０００５】
また、近年は、音楽などをメモリカードと称する半導体メモリに録音 (記録 )した半導体オ
ーディオが普及してきている。この半導体オーディオは、音楽を再生すると、一般にアー
ティスト名や曲名などを表示部に表示できるようになっている。それに加えて、テレビの
受信機能とラジオの受信機能とを備えた携帯用のオーディオ・ビジュアル機器 (ＡＶ機器 )
の開発も進められている。このような機器ではラジオの受信中には受信している周波数を
表示部に表示できるようになっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、従来、画像表示部の表示は、テレビの受信中はもちろん、ラジオの受信中、又
は音楽の再生中にも常に行われている。この場合、ラジオの受信中に表示される周波数や
音楽の再生中に表示されるアーティストや曲名などは、テレビ受信中の画像のよう常に変
化するものではないので、見続ける必要の無いものである。また、テレビ映像に関しても
、携帯用の機器では、音声だけ聞きながら使用し、画像の表示は一時的に必要ないという
使用法が考えられる。一方、画像表示部の消費電力は機器の内部で相対的に高い。このた
め、画像を常に表示しつづけると、消費電力を増大させることになる。携帯型の機器では
電源として乾電池が使用されることが多いので、消費電力の増大は電池寿命の短縮につな
がり、ユーザーに不便を強いることになる。
【０００７】
本発明は、このような問題点を解決するためになされたものであり、適切な画像表示を行
いつつ、消費電力の削減を図ることを可能にしたオーディオ・ビジュアル機器を提供する
ことを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明の一つの態様に係るオーディオ・ビジュアル機器は、ラジオ受信部と、媒体に記
録された音響の再生部と、テレビジョン受信部と、画像表示部と、音声出力手段とを有す
るオーディオ・ビジュアル機器であって、各種の操作信号を入力するための操作部と、動
作モードとして、オーディオモード、ＦＭラジオ受信モード及びテレビ受信モードを含む
複数の動作モードを含み、各動作モードにそれぞれ対応して前記画像表示部の表示を停止
させる機能を有効とするか無効とするかが設定される記憶手段と、前記操作部により何れ
かの動作モードが選択され、且つ選択された動作モードについて前記記憶手段に前記機能
が有効と設定されている場合であって、且つ前記操作部の操作がされない状態が所定の時
間経過した場合に、前記音声出力手段の動作を継続させた状態で、前記画像表示部に所定
の警告画面を表示させた後に画像の表示を停止させる制御手段とを有し、前記表示を停止
させるまでの所定の時間が、動作モードに応じてそれぞれ異なり、少なくとも、オーディ
オモードの所定時間＞ＦＭラジオ受信モードの所定時間に設定されている。本発明におい
て、制御手段は機器の操作がされない状態が所定の時間経過した場合には画像表示部の表
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示を停止させるようにしたので、消費電力の削減を図ることが可能になっている。また、
前記以外の状態においては画像表示部の表示が継続しており、全体として適切な表示が可
能になっている。また、表示を停止させるまでの所定の時間が、機器が有する複数の動作
モードに応じてそれぞれ異なっており、例えばオーディオモードとＦＭラジオ受信モード
とでは、必要な表示量が異なるので、その動作モードに応じて表示時間（所定の時間）を
適宜設定して、適切な画像表示を可能にしている。
【００１０】
　本発明の他の態様に係るオーディオ・ビジュアル機器は、ラジオ受信部と、媒体に記録
された音響の再生部と、テレビジョン受信部と、画像表示部と、音声出力手段とを有する
オーディオ・ビジュアル機器であって、各種の操作信号を入力するための操作部と、前記
画像表示部の表示画面を覆うことができる開閉可能なカバーと、動作モードとして、オー
ディオモード、ＦＭラジオ受信モード及びテレビ受信モードを含む複数の動作モードを含
み、各動作モードにそれぞれ対応して前記画像表示部の表示を停止させる機能を有効とす
るか無効とするかが設定される記憶手段と、前記操作部により何れかの動作モードが選択
され、且つ選択された動作モードについて前記記憶手段に前記機能が有効と設定されてい
る場合であって、且つ前記カバーが開いている状態で、前記操作部の操作がされない状態
が所定の時間経過した場合に、前記音声出力手段の動作を継続させた状態で、前記画像表
示部に所定の警告画面を表示させた後に画像の表示を停止させる制御手段とを有し、前記
表示を停止させるまでの所定の時間が、動作モードに応じてそれぞれ異なり、少なくとも
、オーディオモードの所定時間＞ＦＭラジオ受信モードの所定時間に設定されている。本
発明においては、カバーが画像表示部の表示画面を覆っている状態においては、表示が不
要であるから、画像表示部の表示を停止させる。このようにして表示を停止させることに
より消費電力の削減を図っている。また、表示が不要な場合において表示を停止して、そ
れ以外の状態では原則的には表示が行われており、適切な画像表示が行われている。また
、カバーが開いている状態であっても、機器の操作がされない状態が所定の時間経過した
場合には、画像表示部の表示を停止させる。このようにして表示を停止させることにより
消費電力の削減を図っている。更に、表示を停止させるまでの所定の時間が、機器が有す
る複数の動作モードに応じてそれぞれ異なっており、例えばオーディオモードとＦＭラジ
オ受信モードとでは、必要な表示量が異なるので、その動作モードに応じて表示時間（所
定の時間）を適宜設定して、適切な画像表示を可能にしている。
【００１４】
　本発明の他の態様に係るオーディオ・ビジュアル機器は、記憶手段の設定は機器の特定
の動作モードを実行するときのみに有効となる。本発明において、上記の設定は無条件に
有効ではなく、例えば後述の例に示されるように、オーディオモード、ＦＭラジオ受信モ
ード等の特定の動作モードにおいてのみ有効とし、テレビ受信モードにおいては無効にす
ることができる。
【００１５】
　本発明の他の態様に係るオーディオ・ビジュアル機器において、制御手段は、機器に対
して所定の操作が行われた場合に画像表示部の表示を停止させる機能をもつものである。
本発明において、制御手段は、カバーが開いている状態で、機器に対して所定の操作が行
われた場合に画像表示部の表示を停止させる。例えば後述の実施の形態において、動作モ
ードがテレビ受信モードの場合には、カバーが開いている状態で選択スイッチを操作した
ときにのみ画像表示部の表示を停止するようにしており、原則的には表示が行われ、特定
の条件でのみ表示を停止するようにしているので、消費電力の削減とともに、その動作モ
ードに対応した適切な画像表示が行われている。
【００１７】
　本発明の他の態様に係るオーディオ・ビジュアル機器において、制御手段は、警告画面
が表示されている期間内に、カバーが閉じられて更に開かれた場合には、画像表示部の表
示の停止を行わない。本発明においては、警告画面が表示されている期間内に、ユーザー
がカバーを閉じてから再びカバーを開くという特異な操作をした場合には、表示を継続し
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たいというユーザーの意志があるものとして、画像表示部の表示の停止を行わないで表示
を継続する。
【００１８】
　本発明の他の態様に係るオーディオ・ビジュアル機器において、制御手段は、所定時間
の経過又は前記所定の操作によって画像表示部の表示を停止している期間に、機器の操作
が行われた場合には画像表示部の表示を復帰させるものである。本発明においては、上述
のように画像表示部の表示を停止した後に、機器の操作が行われた場合には、表示の必要
があるものとして、画像表示部の表示を復帰させて表示させる。
【００１９】
　本発明の他の態様に係るオーディオ・ビジュアル機器において、制御手段は、所定時間
の経過又は所定の操作によって画像表示部の表示を停止している期間に、機器の内部状態
が所定の状態になった場合に画像表示部の表示を一時的に復帰させて、その状態に応じた
画像を表示させるものである。本発明においては、機器の内部状態が所定の状態になった
場合、例えば電源電圧が所定のレベル以下に低下した場合にはそのことを知らせる必要が
あるので、画像表示部の表示を一時的に復帰させてその状態に応じた画像を表示させてい
る。
【００２２】
　本発明の他の態様に係るオーディオ・ビジュアル機器において、各種の操作をする操作
部と、カバーの開閉を検出する表示スイッチとを備え、制御手段は、表示スイッチがカバ
ーの開状態を検出している状態で、操作部の操作が無い状態の継続時間を計測し、機器の
操作が無い状態が所定時間経過すると、画像表示部の表示を停止させるための制御信号を
送出する。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
図２は、本発明の実施の形態に係るオーディオ・ビジュアル機器 (ＡＶ機器 )の斜視図であ
る。図２において、ＡＶ機器４０は、携帯用の小型機器から構成されており、テレビ受信
モード、ＦＭラジオ受信モード、媒体に記録された音響（音楽）を再生するオーディオモ
ード、さらにはディジタルカメラ等で撮影した画像などを再生可能なデジタルカメラモー
ド（画像再生モード）等の各種の動作モード（動作機能）を有しており、これらの動作モ
ードは後述のように任意に選択できるように構成されている。そして、ＡＶ機器４０は、
本体４２の前面上部に表示部４４を備えている。表示部４４は、大きさ数インチの液晶パ
ネルから形成されており、本体４２の前面上端部に開閉自在に設けられた蓋４６によって
遮蔽又は露出できるように構成されている。
【００２４】
本体４２の側部には、メインスイッチ５０が設けられており、このメインスイッチ５０を
操作することにより、ＡＶ機器４０をオン、オフできるようにしてある。また、メインス
イッチ５０の下方には、ジョグスイッチからなる選択スイッチ５２が設けられており、こ
の選択スイッチ５２を操作することにより、上述のテレビ受信モード (ＴＶモード )、ＦＭ
ラジオ受信モード (ＦＭモード )、オーディオモード、デジタルカメラモード（画像再生モ
ード）等の各動作モードの選択や、テレビ受信モードやＦＭラジオ受信モードにおける選
局、オーディオモードにおける選曲ができると共に、テレビ受信モードやＦＭラジオ受信
モードの選局方法や、オーディオモードの音響再生のリピート方法などの各種設定を行え
るようになっている。そして、メインスイッチ５０と選択スイッチ５２との間には、メニ
ュースイッチ５４が配設されており、このメニュースイッチ５４を操作することにより、
メニュー画面を表示できるようにしてある。
【００２５】
なお、本体４２の上端側面には、図示しない音量調節スイッチ８６（図１参照）が設けら
れている。また、本体４２には、音響出力部となるイヤーホーンジャックが設けてあり、
このイヤーホーンジャックを介してヘッドホーンやイヤーホーンによって音響 (音声 )を出
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力できるようにしてある。さらに、本体４２には、外部記憶装置となるメモリカードを装
着する図示しない挿入口が設けられており、音楽を録音したメモリカードや、画像を記録
したメモリカードを装着することにより、メモリカードインターフェイス７６（図１参照
）を介して音楽の再生や画像の再生ができるようにしてある。
【００２６】
図１はＡＶ機器４０の回路構成を示した図である。ＡＶ機器４０はテレビやＦＭラジオ放
送を受信するためのアンテナ５６を内蔵している。このアンテナ５６には、テレビ放送を
受信するためのテレビジョン受信部であるＴＶチューナ５８と、ＦＭラジオ放送 (ＦＭ放
送 )を受信するためのラジオ受信部であるＦＭチューナ６０とがそれぞれ接続されている
。そして、ＴＶチューナ５８の出力側には、ＩＦ・クロマ処理部６２が接続されており、
ＲＧＢの三原色に対応したＴＶ映像信号を取り出せるようになっている。このＩＦ・クロ
マ処理部６２により取り出された映像信号は、ＩＦ・クロマ処理部６２の出力側に接続さ
れている表示切替部６４に出力される。
【００２７】
一方、ＴＶチューナ５８により受信された音声信号は、ＩＦ・クロマ処理部６２に接続さ
れている音声検波部６８によって検波される。この音声検波部６８の出力側には、音声増
幅部７０が接続されており、音声検波部６８により取り出された音声信号が音声増幅部７
０に与えられる。そして、音声増幅部７０には、その他に、ＦＭチューナ６０が受信した
音声信号も入力するようになっている。
【００２８】
機器制御部（ＣＰＵ）７４には、ＴＶチューナ５８とＦＭチューナ６０とが接続されてお
り、これらの選局を制御する。また、機器制御部７４はメモリカードインターフェイス (
メモリカードＩ／Ｆ )７６を介してメモリカードに格納されている音響（音楽）データや
画像データを読み出してメモリ（ＳＲＡＭ）７９に書き込んで格納することができる。
【００２９】
さらに、機器制御部７４には、音声・画像再生部８０が接続されている。この音声・画像
再生部８０は、機器制御部７４によって制御され、メモリカードＩ／Ｆ７６を介してメモ
リカードに記録された音響データ (音楽データ )や画像データ、またはメモリ（フラッシュ
メモリ）７８に格納してある画像データを読み出し、ディジタル音響データをアナログ信
号にして音声増幅部７０に出力するとともに、ディジタル画像データを画像制御部８２に
出力する。
【００３０】
画像制御部８２には、ＶＲＡＭ８４が接続されており、再生されたディジタル画像データ
をＶＲＡＭ８４に書き込むと共に、表示の際にはＶＲＡＭ８４からこれらの画像データを
読み出し、表示切替部６４に与える。表示切替部６４に入力されたテレビ画像及びディジ
タル画像の各画像データは、機器制御部７４からの制御信号によって選択されて、画像表
示制御部６６に出力される。画像表示制御部６６は表示部４４を形成する液晶パネルを駆
動し、画像を表示させる。なお、画像表示制御部６６及び表示部４４は本発明の画像表示
部４５を構成している。また、機器制御部７４には、前記したメインスイッチ５０、メニ
ュースイッチ５４、選択スイッチ５２及び音量調節スイッチ８６からなる操作部５５が図
示しないインターフェイス回路を介して接続されている。
【００３１】
音声増幅部７０では、機器制御部７４からの制御信号によって、入力されたテレビの音声
信号、ＦＭラジオの音声信号及びアナログ信号に変換されたディジタル音響データから、
出力する信号を選択してその信号を増幅し、増幅された信号はヘッドホーンなどの音声発
生部 (音響出力部 )７２に送られて音声として出力される。
【００３２】
この実施形態に係るＡＶ機器４０は、初期状態ではメインスイッチ５０をオンすると、図
６に示されたメニュー画面が表示部４４に表示される。また、このＡＶ機器４０は、メイ
ンスイッチ５０によって電源をオフしたときに選択されていた動作モード等を記憶するよ
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うになっており、再度メインスイッチ５０をオンすると、メインスイッチ５０をオフした
ときに選択されていた動作モードが自動的に起動する。すなわち、ＡＶ機器４０によって
テレビ映像を受信している状態でメインスイッチ５０をオフすると、そのときの動作状態
がメモリ（フラッシュメモリ）７８に書き込まれて記憶される。そして、次にメインスイ
ッチ５０をオンしたときには、メモリ（フラッシュメモリ）７８に記憶された動作状態を
読み出すことにより、そのメインスイッチ５０をオフしたときのチャンネルのテレビ放送
が受信され、表示部４４に受信チャンネルの映像が表示される。また、メニュースイッチ
５４を操作すると、図６に示されるメニュー画面が表示部４４に表示される。
【００３３】
メニュー画面は、このＡＶ機器４０の動作モード（動作態様）を選択する画面であって、
選択可能な動作モードが文字によって表示される。そして、例えばテレビ放送の受信中に
メニュー画面を表示させると、図６（Ａ）に示されるように、現在選択されている動作モ
ードである「ＴＶ」の項目にカーソル９６が表示される。ここで、動作モードの選択は、
本体４２に設けたジョグスイッチからなる選択スイッチ５２を操作してカーソル９６を上
下方向に移動させることにより行う。
【００３４】
また、テレビ受信モードでテレビ映像の受信中に選択スイッチ５２によって受信チャンネ
ルを切り替えたり、チャンネルサーチを行うと、機器制御部７４は、ＴＶチューナ５８に
チャンネル切替え信号を出力する。なお、選択スイッチ５２を操作して表示部４４の明る
さの調節や、音量調節スイッチ８６を操作して音量の調節を行うことができる。
【００３５】
また、テレビ受信モードから他の動作モード、例えばメモリカードが装着されメモリカー
ドＩ／Ｆ７６を介して、図６（Ｂ）に示したように、記録された音楽を再生するオーディ
オモードに切り替えられると、機器制御部７４は、表示切替部６４に切り替え信号を出力
し、画像制御部８２からの信号を画像表示制御部６６に出力させる。そして、音声・画像
再生部８０は、メモリカードに記録されているディジタル音楽データを読み出してアナロ
グ信号にデコードし、アナログの音響信号を音声増幅部７０に出力する。さらに、メモリ
カードに記録されているアーティスト名や曲名などのデータは、機器制御部７４によって
読み出され、画像制御部８２に与えられる。画像制御部８２は、機器制御部７４から入力
する画像データに基づいて表示部４４に表示するフレームデータを作成し、表示切替部６
４に出力する。これにより、図７に示したような、アーティスト名や曲名 (タイトル )、ト
ラック番号などの再生している曲に関する情報が画像として表示部４４に表示される。
【００３６】
なお、機器制御部７４は、ＦＭラジオ受信モードが選択されて選択スイッチ５２により選
局操作がされると、ＦＭチューナ６０に選局信号を出力する。そして、機器制御部７４は
、ＦＭラジオ受信モードが選択されたことを示す信号や受信周波数などのデータを作成し
た後に、ＦＭラジオ受信モードが選択されたことを示す内容や受信周波数などに関する情
報を含む画像データを作成し、画像制御部８２に与える。画像制御部８２では表示部４４
に表示するフレームデータを作成した後に、表示切替部６４に出力する。これにより、図
８に示したようなＦＭ受信機能が選択されたことを示す内容や受信周波数などに関する情
報が画像として表示部４４に表示される。
【００３７】
一方、デジタルカメラ等により撮影した画像などを表示させるデジタルカメラモードが選
択された場合は、メモリカードに記録されている画像データが、音声・画像再生部８０に
よって読み出され、圧縮の解凍などが行われて画像制御部８２に出力される。画像制御部
８２は、音声・画像再生部８０から入力する画像データに基づいて表示部４４に表示する
フレームデータを作成し、表示切替部６４に出力する。これにより、デジタルカメラ等に
より撮影された画像などが表示部４４に表示される。
【００３８】
ところで、蓋４６の基部には、蓋４６の開閉に連動してパルス状の信号を出力する表示ス
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イッチ４８が設けられており、この表示スイッチ４８は機器制御部７４に図示しないイン
ターフェイス回路を介して接続されている。機器制御部７４はこのパルス状の信号によっ
て蓋４６の開閉状態を判断し、画像表示制御部６６に蓋４６の開閉状態を通知する。画像
表示制御部６６はその通知に基づいて、蓋４６が解放されて表示部４４が露出されている
ときには表示部４４がオンされてテレビ映像や画像が表示され、蓋４６を閉じて表示部４
４が遮蔽されたときは表示部４４がオフされて画像が消えるように表示部４４の駆動を切
り替える。
【００３９】
画像表示制御部６６が表示部４４をオフするときには、表示部４４の液晶パネルに対して
画像信号や駆動信号の出力を停止し、併せて表示部４４への電源供給も停止させる。この
電源供給の停止は、直流電源８８と表示部４４との間にスイッチ回路８９を設けて、この
スイッチ回路８９を開くことにより行う。これにより、蓋４６を閉じて表示部４４が遮蔽
された状態、すなわちユーザーから表示部４４が見えない状態では、表示部４４をオフさ
せることで消費電力の削減が可能になっている。
【００４０】
この他にも、機器制御部７４はＡＶ機器４０の動作状態や内部状態、及びユーザーによる
操作の状態によって、画像表示制御部６６に対して表示部４４のオン、オフを指示し、画
像表示制御部６６はその指示に基づいて表示部４４の駆動を変更する機能を有する。
【００４１】
ＡＶ機器４０は、メニュー画面から選択スイッチ５２の操作によって動作設定モードに入
ることができる。この動作設定モードでは、後述する画面オートオフ機能のオン、オフが
設定できる。この画面オートオフ機能のオン、オフの設定はメモリ（フラッシュメモリ）
７８に設定される。
【００４２】
図３は画面オートオフ機能がオンに設定されている場合に、オーディオモードが選択され
ているときの画面の制御に関するフローチャートである。
（Ｓ１１）音楽の再生時には、表示部４４には再生されている曲のアーティスト名や曲名
などを示す画像が表示される。しかし、ここでは、画面オートオフ機能がオンに設定され
ているので、画面オートオフ機能が働くことになる。
【００４３】
（Ｓ１２）機器制御部７４は、内蔵するタイマーをリセットする。
（Ｓ１３）機器制御部７４は、操作部５５による操作が有ったかどうかを、上記の操作部
５５の何れかのスイッチによる操作信号の入力の有無に基づいて判断し、操作があった場
合には上記のタイマーをリセットする。
【００４４】
（Ｓ１３）機器制御部７４は、所定時間例えば２０秒間、操作部５５による操作が無い状
態が継続すると、次の処理（Ｓ１４）に移行する。
（Ｓ１４）機器制御部７４は、上述のように、表示部４４が表示されている状態で、選択
スイッチ５２などの操作部５５の操作が２０秒間されなかった場合には、画像表示制御部
６６及びスイッチ回路８９に対して制御信号を出力し、表示部４４の表示をオフさせる。
【００４５】
ここで、表示部４４に表示されるアーティスト名や曲名などの情報は、一度に全てが表示
されるのではなく、画像を移動（スクロール）させたり、切り替えたりしてある程度の時
間をかけて全部の情報が表示される。したがって、画面オートオフが働くまでの時間（上
記の例では２０秒間）は、全ての情報を一通り表示し終わるまでの時間よりも長くなるよ
うに設定してある。
【００４６】
（Ｓ１５）機器制御部７４は、その後、操作部５５による操作が有ったかどうかを、上記
の操作部５５の何れかのスイッチによる操作信号の入力の有無に基づいて判断する。
【００４７】
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（Ｓ１６）機器制御部７４は、表示部４４の表示がオフのときに、選択スイッチ５２など
何らかの操作が行われた場合には、画像表示制御部６６及びスイッチ回路８９に対して制
御信号を出力し、表示部４４の表示をオンさせる。但し、このときの操作は表示部４４の
表示をオンさせるだけで、そのスイッチに予め設定されている機能は無効となる。
【００４８】
表示部４４の表示のオン・オフは以上のようにして機器制御部７４によりなされるが、音
楽の再生中に表示されるアーティストや曲名などの情報を一通りユーザーに確認させた後
も機器の操作がされないということは、その曲が聞きつづけられていると判断でき、表示
部４４の表示を消しても差し支えないのであり、ここで表示部４４の表示をオフすること
により、消費電力の削減が可能になる。その後、表示部４４の表示がオフしているときに
、機器に何らかの操作が行われた場合には、ユーザーにより何らかの動作状態の変更の意
志が示されたものとして、ここで表示部４４の表示をオンすることによって、ユーザーへ
の便宜が図れるようにしてある。
【００４９】
ところで、上記の説明は画面オートオフ機能がオンに設定されている場合のものであるが
、画面オートオフ機能がオフに設定されている場合には、「オーディオ」機能での音楽の
再生時に操作部５５の操作がない状態が継続しても、表示部４４の表示はオフにはならな
い。ユーザーによっては、常に表示部４４の表示がオンになっていることを望む場合もあ
るので、画面オートオフ機能のオン、オフを切り替えられるようにして多彩な使用方法に
対応することができるようにしてある。
【００５０】
図４はテレビ受信モードにおける画面の制御に関するフローチャートである。テレビ映像
については音楽再生の場合とは異なって、画面を見ることが主たる機能となるので、軽軽
に表示部４４の表示をオフしないことが望ましい。このため、オーディオモードの画面オ
ートオフと単純に共用させてしまうと、オーディオモードとテレビ受信モードとを切り替
える毎に画面オートオフの設定も切り替えなければいけなくなる。このため、テレビ受信
モードにおいては、画面オートオフの機能は設定のオン、オフに関わらず働かなくするこ
とにより、操作の煩雑さを除くことが必要である。一方、テレビ受信中にも、このような
携帯機器においてはテレビの音声のみを聞くという使用法もあるので、或るチャンネルを
受信して、ユーザーに受信している局と番組内容とを確認させてから、所定の操作（特定
の操作）によって表示部４４の表示をオフさせる機能を持たせることによって、消費電力
を削減させることができる。機器制御部７４はこのような観点から次のような制御を行う
。
【００５１】
（Ｓ２１）テレビ受信モードにより表示部４４には選局されたチャンネルの画像が表示さ
れる。
（Ｓ２２）機器制御部７４は、テレビの受信中に選択スイッチ５２においてジョグスイッ
チ押し下げの操作（ＪＯＧＥｎｔｅｒ）が行われたかどうかを判断する。
【００５２】
（Ｓ２３）機器制御部７４は、テレビの受信中に選択スイッチ５２においてジョグスイッ
チ押し下げの操作（ＪＯＧＥｎｔｅｒ）が行われたと判断した場合には、表示部４４の表
示をオフする前に、音声・画像再生部８０、画像制御部８２、表示切替部６４を制御して
、表示部４４の表示をテレビ画像表示からに図９に示される画像表示停止警告画面に切り
替えて表示する。このように警告画面を表示することによって、ユーザーに対して機器の
故障や誤動作などという誤解を招くことを防ぐ。
【００５３】
（Ｓ２４）機器制御部７４は、内蔵するタイマーをリセットする。
（Ｓ２５）画像表示停止警告画面の表示中に、ユーザーによって蓋４６が閉じられて更に
開かれた場合には、そのことを表示スイッチ４８から信号に基づいて検出し、表示部４４
の表示はオフさせないでテレビ映像表示に戻す。なお、この画像表示停止警告画面の表示
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中に蓋４６が閉じられて更に開かれた場合には、表示部４４はオフさせないでテレビ映像
表示に戻しているが、このことは表示のオン、オフが短い時間内に繰り返されることによ
る表示部４４へ与えられるダメージを防ぐことにつながる。
【００５４】
（Ｓ２６）機器制御部７４は、タイマーをリセットした後に、蓋４６が開いたことを検出
しない状態が例えば１秒間以上継続すると、次の処理（Ｓ２７）に移行する。
（Ｓ２７）機器制御部７４は、画像表示制御部６６及びスイッチ回路８９に対して制御信
号を出力し、表示部４４の表示をオフさせる。
【００５５】
（Ｓ２８）機器制御部７４は、表示部４４の表示がオフのときに、選択スイッチ５２など
何らかの操作が行われたかどうかを検出する。
（Ｓ２９）機器制御部７４は、表示部４４の表示がオフのときに、選択スイッチ５２など
何らかの操作が行われたことを検出すると、画像表示制御部６６及びスイッチ回路８９に
対して制御信号を出力して、表示部４４の表示をオンさせる。
【００５６】
図５は画面オートオフ機能がオンに設定されている場合における、ＦＭラジオ受信モード
の画面の制御に関するフローチャートである。
（Ｓ３１）ＦＭラジオ受信モードを選択すると、機表示部４４には選局された局について
の情報が表示される。
（Ｓ３２）機器制御部７４は、内蔵するタイマーをリセットする。
（Ｓ３３）機器制御部７４は、上記のタイマが例えば１５秒間を越えているかどうか判断
する。
【００５７】
（Ｓ３４）機器制御部７４は、上記のタイマが例えば１５秒間を越えていないと判断した
場合には、操作部５５による操作が有ったかどうかを、上記の操作部５５の何れかのスイ
ッチによる操作信号の入力の有無に基づいて判断する。この場合の操作の有無には、選択
スイッチ５２においてジョグスイッチ押し下げの操作（ＪＯＧＥｎｔｅｒ）が行われたか
どうかと、それ以外のものであるどうかを判断する。選択スイッチ５２においてジョグス
イッチ押し下げの操作（ＪＯＧＥｎｔｅｒ）以外の操作が行われた場合にはタイマーをリ
セットさせる。
【００５８】
（Ｓ３５）機器制御部７４は、所定時間（１５秒間）以内に選択スイッチ５２によりジョ
グスイッチ押し下げの操作（ＪＯＧＥｎｔｅｒ）が行われた場合には、まず音声・画像再
生部８０及び画像制御部８２を制御して、表示部４４の表示を周波数などの画像表示から
に図９に示される画像表示停止警告画面に切り替える。
【００５９】
（Ｓ３６）機器制御部７４は、上記のタイマーをリセットする。
（Ｓ３７）機器制御部７４は、画像表示停止警告画面の表示中に、ユーザーによって蓋４
６が閉じられて更に開かれたかどうかを検出し、蓋４６が開かれたことを検出した場合に
は上記の処理（Ｓ３１）に戻って表示を継続させる。
【００６０】
（Ｓ３８）機器制御部７４は、タイマーを例えば１秒間を越えるまで上記の処理（Ｓ３７
）を繰り返す。
【００６１】
（Ｓ３９）機器制御部７４は、上記の処理（Ｓ３３）にてタイマーが１５秒を超えたとき
及び上記の処理（Ｓ３８）で１秒間を越えたとき、画像表示制御部６６及びスイッチ回路
８９に対して制御信号を出力し、表示部４４の表示をオフさせる。
【００６２】
（Ｓ４０）機器制御部７４は、その後、操作部５５による操作が有ったかどうかを、上記
の操作部５５の何れかのスイッチによる操作信号の入力の有無に基づいて判断する。
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【００６３】
（Ｓ４１）機器制御部７４は、表示部４４の表示がオフのときに、選択スイッチ５２など
何らかの操作が行われた場合には、画像表示制御部６６及びスイッチ回路８９に対して制
御信号を出力し、表示部４４の表示をオンさせる。但し、このときの操作は表示部４４の
表示をオンさせるだけで、そのスイッチに予め設定されている機能は無効となる。
【００６４】
ＦＭラジオ受信モードにおいては、テレビ受信モードの場合と違い、放送局の周波数など
の情報が確認できれば、常に画面の表示をしている必要のない性質のものであるため、画
面のオートオフ機能及び所定の操作による表示部４４の表示オフの機能を持たせてある。
ここで、表示オフまでの操作なしの時間がオーディオモードの時と異なっているが、表示
部４４に表示する画像の表示内容において、ＦＭ受信時の周波数などが音楽再生時のアー
ティストや曲名などよりも情報量が少なく、短い時間の間でもユーザーに内容の全てを確
認させることが可能なためである。これにより、全てにおいて同じ時間だけ表示するより
も効率的な表示が行え、消費電力のより一層の削減が可能になる。なお、画面オートオフ
機能がオフに設定されている場合には表示は継続することになる。
【００６５】
なお、ＡＶ機器４０の動作モードがデジタルカメラモードに選択され、画像が表示されて
いる場合には画面オートオフの機能はその設定のオン、オフに関わらず働かない。また、
表示をオフにする操作は割り当てられていない。これは、この画像を見る動作モードでは
音声出力がなく、画像を見ることのみが目的となるため、表示部４４の表示をオフするこ
とがユーザーの便宜につながらないからである。
【００６６】
ＡＶ機器４０は、上述のように、上記の画面オートオフ機能や、ＪＯＧＥｎｔｅｒの操作
によって表示部４４の表示がオフしている場合において、蓋４６が一旦閉じられて、再び
開かれた場合には表示部４４の表示を再びオンする機能を持っている。
【００６７】
ところで、ＡＶ機器４０の電源である電池の電圧が所定の値よりも低下したことを機器制
御部７４が検知した場合は、機器の誤動作を防ぐために強制的にメインスイッチ５０がオ
フされたのと同様に、ＡＶ機器４０の動作を停止させることができる。この際に、動作の
停止がユーザーに対して機器の故障との誤解を与えないために、表示部４４に図１０に示
される動作停止警告画面を表示する。ここで、上記の画面オートオフ機能や、ＪＯＧＥｎ
ｔｅｒの操作によって表示部４４の表示がオフしている場合においても、機器制御部７４
は画像表示制御部６６及びスイッチ回路８９に対して制御信号を出力し、表示部４４の表
示をオンさせ、動作停止警告画面を表示させてから動作を停止させる。
【００６８】
これにより、ユーザーに対して電池の残量が少ないという重要な情報を的確に伝えること
が可能となり、使用の際の便利さが増すことになる。このように、本実施の形態において
は、蓋４６の開閉や特定の操作、また一定時間の操作なしというさまざまな条件で表示部
４４の表示の制御を行うことにより、表示部４４に的確な表示ができるとともに、消費電
力を低減することができる。
【００６９】
【発明の効果】
以上に説明したように本発明によれば、機器の操作がされない状態が所定の時間経過した
場合、機器に対して所定の操作が行われた場合に、或いは画像表示部を覆うことができる
開閉可能なカバーが閉じた場合には、画像表示部の表示を停止させるようにしたので、画
像表示部に適切な表示ができるとともに、消費電力を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係るＡＶ機器のブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態に係るＡＶ機器の斜視図である。
【図３】本発明の実施の形態に係るＡＶ機器の「オーディオモード」が選択されていると
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きの画面の状態に関するフローチャートである。
【図４】本発明の実施の形態に係るＡＶ機器の「テレビ受信モード」の画面表示の制御に
関するフローチャートである。
【図５】本発明の実施の形態に係るＡＶ機器の「ＦＭラジオ受信モード」の画面表示の制
御に関するフローチャートである。
【図６】本発明の実施の形態に係るＡＶ機器のメニュー画面の説明図である。
【図７】本発明の実施の形態に係るＡＶ機器の「オーディオモード」で音楽再生時に表示
部に表示される画像の説明図である。
【図８】本発明の実施の形態に係るＡＶ機器の「ＦＭラジオモード」で受信時に表示部に
表示される画像の説明図である。
【図９】本発明の実施の形態に係るＡＶ機器の画像表示停止警告画面の説明図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係るＡＶ機器の動作停止警告画面の説明図である。
【図１１】従来の液晶テレビのブロック図である。
【符号の説明】
４０：ＡＶ機器、４４：表示部、４５：画像表示部、５０：メインスイッチ、
５２：選択スイッチ、５８：ＴＶチューナ、６０：ＦＭチューナ、
６２：ＩＦ・クロマ処理部、６４：表示切替部、６６：画像表示制御部
６８：音声検波部、７０：音声増幅部、７４：機器制御部、
７６：メモリカードインターフェイス、８０：音声・画像再生部、
８２：画像制御部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(13) JP 4023118 B2 2007.12.19



【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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